
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

14

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

15

意 

見 

書

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
及
び

　
各
事
務
所
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

「
く
し
の
歯
作
戦
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
や
管
内

各
事
務
所
が
復
旧
・
復
興
に
当
た
る
一

方
、
被
災
地
外
の
地
方
整
備
局
か
ら
も
被

災
地
へ
応
援
派
遣
を
行
う
な
ど
、
す
べ
て

の
地
方
整
備
局
が
国
土
交
通
本
省
と
一
体

と
な
っ
て
、
そ
の
役
割
を
発
揮
し
て
お
り
、

今
回
の
大
震
災
で
は
、
地
域
に
お
け
る
国

が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
の
重
要
性
が

改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
近
い
将

来
に
も
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

る
東
南
海
・
南
海
地
震
で
は
、
四
国
の
太

平
洋
側
だ
け
で
な
く
瀬
戸
内
側
も
含
め
、

四
国
全
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

今
国
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
防
災

対
策
な
ど
で
地
方
自
治
体
と
連
携
し
、
住

民
の
生
命
を
守
り
、
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
責
任
と
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
政
府
の
地
域
主
権
戦
略
会

議
及
び
全
国
知
事
会
は
国
の
出
先
機
関
廃

止
を
主
張
し
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
〜
原

則
廃
止
に
向
け
て
〜
」
が
平
成
22
年
12
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成
24
年
度
通
常
国

会
で
は
国
の
出
先
機
関
を
原
則
廃
止
す
る

法
案
が
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
分
権
改
革
に
対
し
て
、

地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
大
災
害
か
ら

国
民
の
安
全
・
安
心
が
守
ら
れ
な
い
こ
と

や
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
社

会
資
本
の
整
備
・
管
理
に
地
域
間
の
格
差

を
生
じ
さ
せ
地
方
切
り
捨
て
に
拍
車
を
か

け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
強
い
危
惧
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　

住
民
自
治
、
国
と
地
方
の
適
切
な
役
割

分
担
、
財
源
と
そ
の
配
分
・
使
途
な
ど
、

改
善
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域
間
格
差
、
地

方
切
り
捨
て
に
つ
な
が
る
現
在
の
地
方
分

権
改
革
の
動
き
に
は
賛
同
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
特
に
地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど

の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
す
る
国
と
し

て
の
行
政
責
任
を
果
た
す
た
め
、
地
方
整

備
局
や
各
事
務
所
・
出
張
所
は
存
続
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保

育
制
度
改
革
に
反
対
し
、
現
行
保
育
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　（
賛
成
者
・
全
員
）

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

重
森
一
宗

　
　

　

国
は
少
子
化
社
会
対
策
会
議
に
お
い

て
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

中
間
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
」
を
決
定

し
た
。
今
後
必
要
な
検
討
を
踏
ま
え

て
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
と
と
も
に

２
０
１
１
年
の
通
常
国
会
で
法
改
正
を
行

い
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
新
制
度
の
施
行

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

は
、
直
接
契
約
、
利
用
者
補
助
、
保
育
料

の
応
益
負
担
な
ど
を
柱
と
す
る
仕
組
み
で

あ
り
、
待
機
児
童
解
消
を
名
目
に
、
多
様

な
事
業
者
の
参
入
を
図
る
と
し
て
事
業
者

指
定
制
度
を
導
入
し
、
保
育
の
市
場
化
、

産
業
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
行
保
育
制
度
は
、
国
と
自
治
体
の
公

的
責
任
、
最
低
基
準
の
遵
守
、
公
費
に
よ

る
財
源
保
障
と
応
能
負
担
を
制
度
の
柱
に

し
て
お
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
き
た
。
し
か

し
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
は
、

国
の
責
任
を
市
町
村
に
委
ね
る
だ
け
で
は

な
く
、
児
童
福
祉
法
24
条
に
基
づ
く
市
町

村
の
保
育
実
施
責
任
を
大
幅
に
後
退
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
の
福
祉
よ
り
も

経
済
効
率
が
優
先
さ
れ
、
保
育
の
地
域
格

差
が
広
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
の
経

済
状
況
に
よ
り
子
ど
も
が
受
け
る
保
育
の

レ
ベ
ル
に
も
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

子
ど
も
の
貧
困
や
子
育
て
困
難
が
広
が

る
中
で
都
市
部
で
は
保
育
所
の
待
機
児
童

が
急
増
し
て
お
り
、
過
疎
地
で
は
保
育
の

場
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま

必
要
な
こ
と
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

は
な
く
、
国
と
自
治
体
の
責
任
で
保
育
・

子
育
て
支
援
施
策
を
拡
充
し
、
十
分
な
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
質
の
高
い
保
育
と
支
援
を
保
障
す

る
た
め
の
公
的
保
育
制
度
の
拡
充
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
国
及
び
国
会
に
対
し
、
子
ど
も

の
権
利
を
最
優
先
に
、
地
方
自
治
体
の
実

情
を
踏
ま
え
た
上
で
、
国
と
地
方
自
治
体

の
責
任
の
も
と
に
保
育
制
度
の
拡
充
を
図

ら
れ
る
よ
う
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て
　
　（
賛
成
者
・
全
員
）

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

重
森
一
宗

　

中
小
業
者
は
、
地
域
経
済
の
担
い
手
と

し
て
、
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

た
。
そ
の
中
小
零
細
業
者
を
支
え
て
い
る

家
族
従
業
員
の
「
働
き
分
」 （
自
家
労
賃
）

は
、
税
法
上
、
所
得
税
法
第
56
条
「
配
偶

者
と
そ
の
親
族
が
事
業
に
従
事
し
た
と
き
、

対
価
の
支
払
い
は
必
要
経
費
に
参
入
し
な

い
」（
条
文
要
旨
）
に
よ
り
、
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

事
業
主
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る
働
き

分
は
、
配
偶
者
の
場
合
は
86
万
円
、
家
族

の
場
合
は
50
万
円
で
、
家
族
従
業
者
は
こ

の
わ
ず
か
な
控
除
が
収
入
と
み
な
さ
れ
る

た
め
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
全
く
自

立
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
家

業
を
手
伝
い
た
く
て
も
手
伝
え
な
い
こ
と

が
、
後
継
者
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、

世
界
の
主
要
国
で
は
税
法
上
も
、
民
法
、

労
働
法
や
社
会
保
障
上
で
も
「
自
家
労
賃

を
必
要
経
費
」
と
認
め
て
お
り
、
家
族
従

業
者
の
労
働
の
社
会
的
評
価
、
働
き
分
を

正
当
に
認
め
、
人
権
保
障
の
基
礎
を
作
る

た
め
に
も
、
所
得
税
法
第
56
条
を
廃
止
す

る
こ
と
を
求
め
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

委員会の動き
○教育民生常任委員会
　教育民生常任委員会調査報告書 教育民生常任委員長　重森一宗
　教育民生常任委員会は、平成 24 年 2 月 20 日に廃校校舎の利活用に関する調査として、香川県三木町「三木町
希少糖研究研修センター」の誘致の経過と施設などについて行った。

　

三
木
町
南
部
山
間
地
区
の

谷
あ
い
に
あ
る
小こ
み
の
え蓑
地
区
で

は
平
成
22
年
度
の
中
学
３
年

生
一
人
が
卒
業
、
奥
山
地
区

で
は
平
成
29
年
度
の
中
学
３

年
生
一
人
が
卒
業
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
す
べ
て
が

自
然
廃
校
と
な
る
経
緯
を
踏

ま
え
、
地
元
保
護
者
・
住
民

等
と
協
議
を
重
ね
、
両
校
は

平
成
17
年
度
を
も
っ
て
閉
校

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

平
成
17
年
に
「
合
同
会
社

希
少
糖
技
術
研
究
所
」
か
ら

旧
小
蓑
小
中
学
校
を
「
三
木

町
希
少
糖
研
究
研
修
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
活
用
し
、
希

少
糖
に
関
す
る
学
術
研
究
を

世
界
へ
の
発
信
基
地
に
す
る

と
と
も
に
、
産
学
公
連
携
に

よ
る
新
し
い
産
業
再
生
へ
の

研
究
所
と
し
、
同
時
に
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
科
学
の
夢

を
育
む
科
学
教
育
の
拠
点
に

し
た
い
と
の
打
診
が
あ
り
、

三
木
町
で
は
「
誘
致
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
研
究
所
が
取
り
組
む

内
容
は
、
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
短
期
的
な
も
の
と
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
製
品
に
も
つ
な

が
る
長
期
的
な
成
果
を
内
蔵

し
て
お
り
、
単
に
両
地
区
や

三
木
町
の
教
育
文
化
、
農
業

技
術
や
産
業
の
発
展
に
限
ら

ず
、
町
内
外
の
活
性
化
に
も

広
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
各
分
野
の
研

究
者
や
小
学
生
か
ら
高
校

生
、
一
般
の
人
々
な
ど
広
範

な
層
の
人
々
に
科
学
へ
の
夢

を
与
え
る
研
修
等
へ
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
三
木
町

と
合
同
会
社
等
が
一
体
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に

ま
れ
な
る
研
究
の
拠
点
と
し

て
、
国
際
希
少
糖
学
会
の
開

催
・
世
界
の
研
究
者
・
技
術

者
の
受
け
入
れ
等
で
の
「
三

木
町
の
に
ぎ
わ
い
」、
ま
た
、

地
元
雇
用
を
含
め
「
地
域
活

性
化
」
が
十
分
に
期
待
で
き
、

「
21
世
紀
の
夢
に
挑
戦
す
る

町
づ
く
り
」
と
し
て
、
両
地

区
を
地
域
再
生
計
画
区
域

「
希
少
糖
の
里
」
と
す
る
と

の
結
論
に
至
り
、
平
成
18
年

９
月
議
会
に
お
い
て
旧
小
蓑

小
・
中
学
校
へ
の
企
業
誘
致

が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
小
蓑
小
・
中
学
校
は
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

が
同
一
敷
地
で
、
さ
ら
に
小

学
校
中
学
校
が
同
一
校
舎
内

に
あ
っ
て
、
小
・
中
学
校
舎

は
築
後
23
年
の
３
階
建
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
1
千
373
平

方
メ
ー
ト
ル
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
廃
校
校
舎
に
三
木
町
は
、

希
少
糖
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
費
約
1
億
円
を
投

じ
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
階
に
は
「
希
少
糖
生
産

室
」
と
し
て
利
用
し
、
微
生

物
の
培
養
、
酵
素
の
抽
出
、

バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
の
反
応
、

希
少
糖
の
分
離
な
ど
の
希
少

糖
生
産
ラ
イ
ン
を
配
置
、
二

階
に
は
、
世
界
か
ら
の
希
少

糖
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・

集
積
し
、
独
自
の
研
究
成
果

を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
と
し
て

保
存
・
発
信
す
る
。
そ
の
た

め
の
「
希
少
糖
に
関
す
る

情
報
室
」
を
設
置
し
て
い

る
。
三
階
に
は
、「
セ
ミ
ナ
ー

室
」
及
び
宿
泊
施
設
を
整
備

し
、
他
の
小
部
屋
・
給
食　

場
・
幼
稚
園
・
プ
ー
ル
・
運

動
場
等
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
と
の
交
流
会
、
教
育
・

研
究
・
研
修
の
実
習
室
、
生

物
生
産
の
場
、
機
械
器
具
の

管
理
等
に
使
用
し
て
い
る
。

　

希
少
糖
と
は
自
然
界
で
微

量
し
か
存
在
し
な
い
糖
類
で
、

約
50
種
類
あ
る
。
そ
の
応
用

研
究
が
医
療
や
化
粧
品
、
食

品
甘
味
料
、
植
物
抑
制
剤
及

び
農
薬
等
の
分
野
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

平
成
３
年
香
川
大
学
農
学

部
何
森
健
教
授
に
よ
っ
て
、

果
糖
か
ら
希
少
糖
を
つ
く
る

Ｄ

－

プ
シ
コ
ー
ス
と
言
う
酵

素
の
一
つ
が
香
川
県
の
土
地

か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
安
価
な
糖
を
希
少
糖
に

変
え
る
本
格
的
な
研
究
が
進

み
、
香
川
県
宇
多
津
町
に

10
億
円
の
希
少
糖
生
産
工
場

の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

　

現
在
Ｄ

－

プ
シ
コ
ー
ド

（
血
糖
値
抑
制
、
抗
動
脈
硬

化
、
抗
肥
満
作
用
）、
Ｄ

－

ア　

ロ
ー
ス
（
抗
酸
化
作
用
、

ガ
ン
予
防
、
高
血
圧
発
症
抑

制
）
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
地
区
在
来
種
の
ズ
イ

ナ
と
い
う
植
物
の
葉
か
ら
Ｄ

－

プ
シ
コ
ー
ド
が
抽
出
す
る

こ
と
が
発
見
さ
れ
、
近
い
将

来
に
は
小
蓑
地
区
・
奥
山
地

区
を
ズ
イ
ナ
生
産
地
と
す
る

構
想
も
あ
る
。

　

平
成
17
年
閉
校
を
決
め
、

三
木
町
と
し
て
地
域
に
子
供

が
い
る
限
り
「
ス
ク
ー
ル
バ

ス
」
の
運
行
、
過
疎
化
の
歯

止
め
と
地
域
振
興
の
下
支
え

の
体
制
を
取
り
、
両
地
区
で

「
小
蓑
の
未
来
を
考
え
る

会
」「
奥
山
を
よ
く
す
る
会
」

を
平
成
17
年
に
立
ち
上
げ
、

地
区
の
活
性
化
を
模
索
し
て

い
た
。
そ
の
閉
校
と
、
新
た

な
研
究
所
を
求
め
て
い
た

「
合
同
会
社
希
少
糖
技
術
研

究
所
」
が
出
会
い
、
今
日
の

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ま
れ
な
成
功
例
と
言
え

る
。

　

本
町
に
お
い
て
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
た
廃
校
校
舎

の
利
活
用
は
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
る
。
三
木
町
の
「
希

少
糖
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
」

は
産
学
公
連
携
に
よ
る
新
し

い
産
業
再
生
の
成
功
例
と
し

て
注
目
を
す
べ
き
で
、
現
在

５
廃
校
の
施
設
、
特
に
借
地

を
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
発
想
の
転
換
を
し
利
活

用
対
策
の
担
当
者
を
配
属
し

て
早
急
に
具
現
化
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。 

三木町希少糖研究研修センター


